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例　言
１　本書は、平成30年度に富山県射水市内において射水市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査

の調査報告書である。
２　発掘調査・出土品整理・報告書刊行は、国庫補助金・県費補助金の交付を受けて実施した。
３　調査対象とした埋蔵文化財包蔵地名及び調査位置・原因・面積・期間等は第２章に記した。
４　本書の執筆・編集は、射水市教育委員会 生涯学習・スポ－ツ課主査 田中明 が担当した。
５　遺物整理の従事者は、高瀬直子・吉澤泰子である。
６　発掘調査に係る出土遺物・図面・写真等の資料は、すべて射水市教育委員会で一括保管している。
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凡　例
１　本書で用いた座標は、世界測地系第Ⅶ系に準拠した。方位は真北、水平基準は海抜高である。
２　遺構実測図の縮尺は、各々のスケ－ルとともにその縮尺を表記した。遺物実測図の縮尺は土器の

1／4を基本とし、スケ－ルとともにその縮尺を表記した。
３　出土遺物の番号は、遺物実測図・遺物観察表・写真図版の遺物番号にそれぞれ対応している。
４　本書で用いた土層の色調は、小山正忠・竹原秀雄編著『新版標準土色帖』に準拠している。
５　第２章の調査地区図版内にある試掘トレンチ脇の記号は、遺物の出土位置を示し、種類は次のと

おり表示した。
●：縄文土器　○：弥生土器　　▽：古墳土師器　◇：古代土師器　▲：須恵器
◆：珠洲　　　□：中世土師器　■：中世陶磁器　　：近世陶磁器　　：近代以降の遺物
☆：石製品　　★：金属製品　　◎：木製品　　　　：その他の遺物
Ｔ：トレンチ（試掘坑）

６　遺物実測図中の土器断面の表現は次のとおりとした。
　　　　　：須恵器・珠洲　　　　　 ：赤彩処理
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第１章　射水市の位置と歴史的環境

－１－

第１図　射水市の位置

第１節　射水市の位置と歴史的環境
　射水市は富山県のほぼ中央に位置し、市域は東西約11㎞、
南北約15㎞で面積109.43㎢である。北に富山湾、中央に射
水平野、南部に射水丘陵を配し、標高0～140ｍを測る。
　富山市・高岡市と隣接し、交通の便に恵まれていること
から、住宅団地造成が頻繁に行われ、ベットタウン化が進
んでいる。現在の人口は約９万３千人弱である。
　市域の大部分を占める射水平野は、東の神通川と西の庄
川に挟まれた東西約11㎞、南北約７㎞の沖積平野であり、
およそ１万～８千年前に河川によって運ばれた土砂・粘土・
礫などの堆積からなる。この沖積層が堆積した時代は海岸
線が沖へ後退し、平野部は現在より広かったとみられるが、
その後、いわゆる縄文海進期における海面の上昇によって、
海岸線の内陸への進出とともに平野部が狭まり、現在の標
高約５ｍ以下は海面下に没したと考えられている。
　やがて、気候の寒冷化による海岸線の後退と丘陵部から
の土砂の堆積が進むと、かつての海は縮小して放生津潟
（現：富山新港）としてのみ形を残し、周辺に低湿な射水
平野が開けていった。
　市域の南部に広がる射水丘陵は、新生代第三紀の青井谷
泥岩層を基盤とし、上層に礫と砂泥からなる日ノ宮互層と
太閤山火砕岩層の堆積から成る。丘陵部には、鍛冶川・下
条川・和田川やその支流によって河岸段丘や樹枝状の谷間が形成されている。
　このような自然環境の中で、先人達は集落を形成していったと考えられる。現在、市内には460箇
所の遺跡が密集し、平野部では集落遺跡、丘陵部には生産遺跡が多く確認されている。
　平野部では、河川に近い地域に高島Ａ遺跡、北高木遺跡、二口油免遺跡、小杉伊勢領遺跡などの集
落遺跡が分布し、竪穴建物や掘立柱建物、溝や井戸などが確認されている。生産地である丘陵部と消
費地である平野部とを河川が結んで、交通路として機能していたために集落が営まれてきたと考えら
れている。
　丘陵部では国指定史跡の小杉丸山遺跡、小杉流通業務団地内遺跡、上野南遺跡、赤坂Ａ～Ｄ遺跡な
ど生産遺跡が集中している。これらの遺跡は、須恵器窯跡約40遺跡、製鉄遺跡約150遺跡を数え、県
内最大規模を有する。須恵器生産窯跡や鉄生産製鉄炉と炭窯、工人の住居や作業場が見つかり、窯や
炉を築くのに適した地形、粘土や薪・水の供給源が豊富にあることが好条件であったと考えられている。

第2節　平成30年度実施の埋蔵文化財調査
　平成30年度の射水市管内における各種民間開発事業に係る埋蔵文化財包蔵地の照会件数は267件であっ
た。公共事業関連の開発事業に関しては、関係部局より随時照会を受けるとともに協議を実施している。
　文化財保護法第93条の届出件数は46件、同第94条の通知件数は５件であり、うち、発掘調査等による
対応件数は、本発掘調査が２件、試掘調査が19件、工事立会調査が８件となっている。
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第１章　射水市の位置と歴史的環境
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第１図　射水市の位置

第１節　射水市の位置と歴史的環境
　射水市は富山県のほぼ中央に位置し、市域は東西約11㎞、
南北約15㎞で面積109.43㎢である。北に富山湾、中央に射
水平野、南部に射水丘陵を配し、標高0～140ｍを測る。
　富山市・高岡市と隣接し、交通の便に恵まれていること
から、住宅団地造成が頻繁に行われ、ベットタウン化が進
んでいる。現在の人口は約９万３千人弱である。
　市域の大部分を占める射水平野は、東の神通川と西の庄
川に挟まれた東西約11㎞、南北約７㎞の沖積平野であり、
およそ１万～８千年前に河川によって運ばれた土砂・粘土・
礫などの堆積からなる。この沖積層が堆積した時代は海岸
線が沖へ後退し、平野部は現在より広かったとみられるが、
その後、いわゆる縄文海進期における海面の上昇によって、
海岸線の内陸への進出とともに平野部が狭まり、現在の標
高約５ｍ以下は海面下に没したと考えられている。
　やがて、気候の寒冷化による海岸線の後退と丘陵部から
の土砂の堆積が進むと、かつての海は縮小して放生津潟
（現：富山新港）としてのみ形を残し、周辺に低湿な射水
平野が開けていった。
　市域の南部に広がる射水丘陵は、新生代第三紀の青井谷
泥岩層を基盤とし、上層に礫と砂泥からなる日ノ宮互層と
太閤山火砕岩層の堆積から成る。丘陵部には、鍛冶川・下
条川・和田川やその支流によって河岸段丘や樹枝状の谷間が形成されている。
　このような自然環境の中で、先人達は集落を形成していったと考えられる。現在、市内には460箇
所の遺跡が密集し、平野部では集落遺跡、丘陵部には生産遺跡が多く確認されている。
　平野部では、河川に近い地域に高島Ａ遺跡、北高木遺跡、二口油免遺跡、小杉伊勢領遺跡などの集
落遺跡が分布し、竪穴建物や掘立柱建物、溝や井戸などが確認されている。生産地である丘陵部と消
費地である平野部とを河川が結んで、交通路として機能していたために集落が営まれてきたと考えら
れている。
　丘陵部では国指定史跡の小杉丸山遺跡、小杉流通業務団地内遺跡、上野南遺跡、赤坂Ａ～Ｄ遺跡な
ど生産遺跡が集中している。これらの遺跡は、須恵器窯跡約40遺跡、製鉄遺跡約150遺跡を数え、県
内最大規模を有する。須恵器生産窯跡や鉄生産製鉄炉と炭窯、工人の住居や作業場が見つかり、窯や
炉を築くのに適した地形、粘土や薪・水の供給源が豊富にあることが好条件であったと考えられている。

第2節　平成30年度実施の埋蔵文化財調査
　平成30年度の射水市管内における各種民間開発事業に係る埋蔵文化財包蔵地の照会件数は267件であっ
た。公共事業関連の開発事業に関しては、関係部局より随時照会を受けるとともに協議を実施している。
　文化財保護法第93条の届出件数は46件、同第94条の通知件数は５件であり、うち、発掘調査等による
対応件数は、本発掘調査が２件、試掘調査が19件、工事立会調査が８件となっている。
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❶放生津城跡　❷下村加茂遺跡　❸松木遺跡
❹高島Ａ遺跡　❺作道遺跡　❻北高木遺跡
❼小林遺跡　❽八塚Ｃ遺跡　❾愛宕遺跡
小杉伊勢領遺跡　赤田Ⅰ遺跡　日宮城跡
囲山遺跡　中山南遺跡　針原西遺跡
針原東遺跡　黒河尺目遺跡　草山Ｂ遺跡
南太閤山Ⅰ遺跡　上野遺跡　天池Ｃ遺跡
五歩一古墳　小杉丸山遺跡　二口油免遺跡
安吉遺跡　布目沢北遺跡　小泉遺跡
大塚古墳　串田新遺跡　水上谷遺跡
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第２図　射水市内の主要遺跡
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№ 遺跡名 種別 所在地 調査原因 調査期間 対象面積 発掘面積 検出遺構 出土遺物 調査後の措置

1 加茂社遺跡
211088

散布地
集落 戸破字加茂2015番1 個人専用

住宅建築 H30.5.2 185.4㎡ 11.3㎡ 不明：溝 なし 工事実施
　（支障なし）

2
禅興寺・長徳寺
廃寺跡
211011

社寺 本町一丁目302番1
外1筆

個人専用
住宅建築 H30.5.7 674㎡ 30.7㎡ なし 中世越前 工事実施

　（支障なし）

3 小杉伊勢領遺跡
211087

散布地
集落 三ヶ2247−1 事務所建設 H30.5.21 298.7㎡ 15.4㎡ なし なし 工事実施

　（支障なし）

4 本田畑田遺跡
211413 散布地 若林2番1　外2筆 駐車場・資材

置場造成 H30.5.28・29 4,200㎡ 274㎡ 不明：溝 不明土師器・近世磁器 工事実施
　（支障なし）

5 塚越貝坪遺跡
211105

散布地
集落 塚越1447番 個人専用

住宅建築 H30.7.11 110.1㎡ 16.5㎡ 不明：土坑 弥生土器・古代須恵器 工事実施
　（支障なし）

6 加茂社遺跡
211088

散布地
集落

三ヶ2705−1
外1筆 宅地造成 H30.7.17 1,916㎡ 122.4㎡ 不明：溝 なし 工事実施

　（支障なし）

7 小杉伊勢領遺跡
211087

散布地
集落 三ヶ2315−2 個人専用

住宅建築 H30.8.30 226㎡ 9.9㎡ なし なし 工事実施
　（支障なし）

8 小杉伊勢領遺跡
211087

散布地
集落 三ヶ2315−3 個人専用

住宅建築 H30.8.30 148.8㎡ 13㎡ なし なし 工事実施
　（支障なし）

9 今開発遺跡
211453 墓 今開発502番2

外1筆
個人専用
住宅建築 H30.9.6 350㎡ 32.1㎡ なし 中世珠洲 工事実施

　（支障なし）

10 中山北Ｂ遺跡
211094 散布地 戸破1601　外2筆 集合住宅建築 H30.9.26 905㎡ 35.6㎡ なし 弥生土器・古代須恵器 工事実施

　（支障なし）

11 南浦遺跡
211037 散布地 高木259番　外2筆 倉庫建設 H30.10.15～18 9,000㎡ 514.1㎡ 不明：溝 弥生土器 工事実施

　（支障なし）

12 生源寺Ⅱ遺跡
211421 散布地 生源寺44 県営ほ場

整備事業 H30.11.1 320㎡ 11.7㎡ 近現代：水路 近代磁器・近代瓦 工事実施
　（支障なし）

13 加茂社遺跡
211088

散布地
集落

三ヶ2697−1　
外1筆

個人専用
住宅建築 H30.11.29 845.5㎡ 13.7㎡ なし なし 工事実施

　（支障なし）

14 黒河尺目遺跡
211104

散布地
集落 塚越字立沢818番14 個人専用

住宅建築 H31.2.26 241.3㎡ 13.7㎡ なし なし 工事実施
　（支障なし）

15 中山北Ｂ遺跡
211094 散布地 戸破字加茂1640

外1筆 宅地造成 H31.3.18 1,714㎡ 88.5㎡ 現代：溝
不明：溝 なし 工事実施

　（支障なし）

16
禅興寺・長徳寺
廃寺跡
211011

社寺 本町一丁目217 個人専用
住宅建築 H31.3.22 400.7㎡ 9.9㎡ なし なし 工事実施

　（支障なし）

17 沖塚原遺跡
211024 散布地 沖塚原205−1

外5筆 緑地公園造成 H30.6.18～26 17,485㎡ 606.5㎡
弥生：土坑
近代：溝
不明：溝・土坑

弥生土器・中世珠洲 工事実施
　（支障なし）

18 沖塚原東Ｂ遺跡
211034 散布地 沖塚原143　外2筆 緑地公園造成 H30.6.18～26 8,510㎡ 273.1㎡ 不明：溝・土坑

中世珠洲
近世越中瀬戸
近代磁器

工事実施
　（支障なし）

19 沖塚原東Ｂ遺跡
211034 散布地 沖塚原128−1

外6筆 斎場建設 H30.6.18～26 20,405㎡ 1,422.5㎡

古墳：溝
中世：溝・土坑
　　　井戸・小穴
近現代：溝・河川跡
不明：溝・土坑

弥生土器・古墳土師器
中世珠洲・中世土師器
中世青磁・中世砥石
近世越中瀬戸・近世磁器

本発掘調査協議
　（一部記録保存）

計 12遺跡19件 調査対象面積 67,935.5㎡ 発掘面積 3,514.6㎡

第１表　平成30年度埋蔵文化財試掘調査一覧
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小杉伊勢領遺跡　赤田Ⅰ遺跡　日宮城跡
囲山遺跡　中山南遺跡　針原西遺跡
針原東遺跡　黒河尺目遺跡　草山Ｂ遺跡
南太閤山Ⅰ遺跡　上野遺跡　天池Ｃ遺跡
五歩一古墳　小杉丸山遺跡　二口油免遺跡
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第２図　射水市内の主要遺跡

第１節　各種開発に伴う試掘調査
　平成30年度に射水市教育委員会が実施した埋蔵文化財の試掘調査件数は19件であった。調査原因と

しては、個人専用住宅（9件）、宅地造成（2件）、集合住宅（1件）といった住宅関連が63.2％、民間開

発が21.1％、公共事業が15.7％となり、住宅関連の調査件数が1.5倍に増加した（前年度比較）。

　試掘調査によって保護を要すべき埋蔵文化財が確認された際には、原因者に対して盛土保存や計画

変更等による埋蔵文化財の現状保存を第一とし、現状保存が不可能となる場合は本発掘調査による記

録保存対応での協議を求めている。

　次節で報告する射水市斎場建設事業に伴う試掘調査では、保護を要すべき埋蔵文化財が確認された

ことから、市担当課との協議を重ね、建物範囲約2,300㎡を対象とした本発掘調査を平成30年度に実施

した。

第２章　平成30年度実施の発掘調査
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第３図　平成30年度試掘調査・工事立会調査実施箇所位置図

※地図中❶～は、第1表及び次頁以降の調査番号に対応
　（沖塚原地区～は13頁第2節参照）　 　 【試掘調査】
※地図中①～⑨は、18頁第4表の調査番号に対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【工事立会】
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【平成30年度試掘調査概要】

１．加茂社遺跡

２．禅興寺・長徳寺廃寺跡（図版１）

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市戸破字加茂2015番1
個人専用住宅建築
平成30年5月2日
対象面積：185.4㎡　発掘面積：11.3㎡
金三津英則
不明溝
なし

　調査対象地は、加茂社遺跡範囲の中央
に位置する宅地であり、北側には平成24
年に実施した試掘調査区が隣接している。
　地山の暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト層
は、ほぼ平坦であり、１Ｔ中央において
幅約３ｍ、深さ60㎝の溝を検出した。こ
の溝は北側隣接区で検出した溝に続く遺
構であるが、共に遺物等は出土しておら
ず、時期は不明である。

射水市本町一丁目302番1　外1筆
個人専用住宅建築
平成30年5月7日
対象面積：674㎡ 発掘面積：30.7㎡
金三津英則
なし
中世越前

　調査対象地は、禅興寺・長徳寺廃寺跡
範囲の中央に位置する宅地である。
　上層から、造成盛土、旧水田耕土、黒
褐色シルトの順に堆積し、地山の灰オリ
―ブ色（5Y5/2）シルト層に至る。造成
盛土層間では、鉱滓とみられる硬化層
（５～15㎝）があり、東へ向かうにつれ
て厚い。遺物は、２Ｔより中世の越前焼
片が１点出土した。
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３．小杉伊勢領遺跡

４．本田畑田遺跡（図版２）

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市三ヶ2247－1
事務所建設
平成30年5月21日
対象面積：298.7㎡　発掘面積：15.4㎡
金三津英則
なし
なし

　調査対象地は、小杉伊勢領遺跡範囲の
北東端部に位置する宅地である。
　上層から、造成盛土、旧水田耕土の順
に堆積し、地山の暗灰黄色（2.5Y5/2）
シルト層に至る。
　地山は若干の湧水は確認できるものの
締り具合は良く、トレンチの西端から東
端へ向かって20㎝余り緩やかに低くなる。
　遺構・遺物は確認できなかった。

射水市若林2番1　外2筆
駐車場及び資材置場造成
平成30年5月28日・29日
対象面積：4,200㎡　発掘面積：274㎡
金三津英則
不明溝
不明土師器・近世磁器

　調査対象地は、本田畑田遺跡範囲の南
東端部に位置する水田である。
　遺構は、東西方向にのびる溝を２条検
出した。北側溝は、耕地整理後も残され
た地形の落ち込みであり、南側溝は、腐
植物を多く含み湧水がある。いずれも遺
物は出土しておらず、時期は不明である。
　遺物は、１・５Ｔより不明土師器や近
世磁器が耕土から出土した。
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５．塚越貝坪遺跡（第５図15、図版３）

６．加茂社遺跡

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市塚越1447番
個人専用住宅建築
平成30年7月11日
対象面積：110.1㎡　発掘面積：16.5㎡
金三津英則
不明土坑
弥生土器・古代須恵器

　調査対象地は、塚越貝坪遺跡範囲の中
央部に位置する宅地である。
　上層から、表土、自然堆積土（黒色シ
ルト）の順に堆積し、地山のオリーブ黄
色（5Y6/3）シルト層に至る。
　遺構は、直径40㎝、深度25㎝の正円形
土坑１基を検出した。遺物は表土から古
代須恵器、黒色シルト層から弥生土器が
出土したが、遺構に伴わなかった。

射水市三ヶ2705－1　外1筆
宅地造成
平成30年7月17日
対象面積：1,916㎡　発掘面積：122.4㎡
金三津英則
不明溝
なし

　調査対象地は、加茂社遺跡範囲の南端
部に位置する水田である。
　地山層を３層（上中下）確認したが、
上層地山（にぶい黄色シルト：2.5Y6/3）
は、耕地整理により遺存状態は悪い。
　遺構は、全Ｔより溝を検出した。幅・
角度等から、河川跡とも考えられる。遺
物はなく時期不明であるが、全て上層地
山より上位層から掘り込まれている。
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７・８．小杉伊勢領遺跡

９．今開発遺跡（図版４）

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積

調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市三ヶ2315－2（①）・2315－3（②）

個人専用住宅建築
平成30年8月30日
対象面積：226㎡（①）・148.8㎡（②）

発掘面積：9.9㎡（①）・13㎡（②）

金三津英則
なし
なし

　調査対象地は、小杉伊勢領遺跡範囲の
南部に位置する宅地である。
　トレンチは、南北に隣接する別区画に
配置し、現況で約70㎝の比高差がある。
南から北へ傾斜した地形であり、造成時
に２Ｔ南部を中心に切土し、平坦面を造
り出したものと考えられる。
　遺構・遺物は確認できなかった。

射水市今開発502番2　外1筆
個人専用住宅建築
平成30年9月6日
対象面積：350㎡　発掘面積：32.1㎡
金三津英則
なし
中世珠洲

　調査対象地は、今開発遺跡範囲の北西
に位置する畑地である。
　上層から、耕土、灰黄色シルト、黒色
シルトの順に堆積し、地山の灰オリーブ
色（5Y6/2）シルト層に至る。地山は腐
植物が多く湧水があり、軟質土壌である。
　遺物は、２Ｔの耕土中より中世の珠洲
焼片１点が出土したのみであり、遺構は
確認できなかった。
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10．中山北Ｂ遺跡（第５図16～24、図版５）

11．南浦遺跡（第５図25・26、図版６）

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市戸破1601　外2筆及び法定外
集合住宅建築　　　　　　公共物の一部
平成30年9月26日
対象面積：905㎡　発掘面積：35.6㎡
金三津英則
なし
弥生土器・古代須恵器

　調査対象地は、中山北Ｂ遺跡範囲の南
端部に位置する水田である。
　上層から、水田耕土、黒褐色シルト、
黒色シルトの順に堆積し、地山の灰黄色
（2.5Y7/2）シルト層に至る。地山は腐
植物が多く湧水が激しいため、一帯が湿
地帯であったことを示している。
　遺物は全て黒褐色シルトから出土し、
南西の丘陵上からの流れ込みと考える。

射水市高木259番　外2筆
倉庫建設
平成30年10月15日～18日
対象面積：9,000㎡　発掘面積：514.1㎡
尾野寺克実・金三津英則
不明溝
弥生土器

　調査対象地は、南浦遺跡範囲の南部に
位置する水田である。
　水田耕土下に上層地山（暗灰黄色シル
ト）と黒色シルトを挟んで下層地山（灰
黄色シルト：2.5Y6/2）が堆積する。
　遺構は２・３Ｔで溝を検出したが、出
土遺物はなく時期不明である。
　遺物は２Ｔから弥生時代後期の天王山
式土器２点が出土した。
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12．生源寺Ⅱ遺跡

13．加茂社遺跡

射水市生源寺44
県営ほ場整備事業
平成30年11月1日
対象面積：320㎡　発掘面積：11.7㎡
金三津英則
近現代水路
近代磁器・近代瓦

　調査対象地は、生源寺Ⅱ遺跡範囲の南
端部に位置する水田である。
　地山の浅黄色（2.5Y7/3）シルト層は、
耕土直下で現れ、１Ｔ北端で地表下40㎝、
南端で20㎝に現れる。北から南へ緩やか
に高まり、南端での地山標高は11.7ｍを
測る。遺構は、近代以降の水路跡と考え
られる溝を検出し、埋土からは近代の磁
器・瓦片が出土した。

射水市三ヶ2697－1　外1筆
個人専用住宅建築
平成30年11月29日
対象面積：845.5㎡　発掘面積：13.7㎡
金三津英則
なし
なし

　調査対象地は、加茂社遺跡範囲の南部
に位置する宅地である。
　上層から、造成盛土、旧水田耕土、黒
褐色シルトの順に堆積し、地山のにぶい
黄色（2.5Y6/3）シルト層に至る。
北方約20ｍから下条川にかけての道路下
で、平成６年に奈良・平安時代の遺跡を
確認していたが、調査対象地は空白地と
なり、遺構・遺物は確認できなかった。

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要
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平成 8年度調査区
（縄文土器出土）

地山の落ち込み
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14．黒河尺目遺跡

15．中山北Ｂ遺跡

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市塚越字立沢818番14
個人専用住宅建築
平成31年2月26日
対象面積：241.3㎡　発掘面積：13.7㎡
金三津英則
なし
なし

　調査対象地は黒河尺目遺跡範囲の南端
部に位置する宅地である。
　上層から、造成盛土、黒褐色シルトの
順に堆積し、地山の灰白色（5Y7/2）シ
ルト層に至る。地山は、トレンチ西端で
約20㎝検出高が低くなるが、概ね水平に
堆積しており、地山が落ち込む箇所に造
成盛土層が厚く堆積する。
　遺構・遺物は確認できなかった。

射水市戸破字加茂1640　外1筆
宅地造成
平成31年3月18日
対象面積：1,714㎡　発掘面積：88.5㎡
金三津英則
現代溝・不明溝
なし

　調査対象地は、中山北Ｂ遺跡範囲の北
部に位置する水田である。
　上層から、水田耕土、黄灰色シルト、
黒褐色シルトの順に堆積し、地山の灰オ
リーブ色（5Y5/2）シルト層に至る。
　遺構は、１・２Ｔで繫がる現代溝、２
Ｔで時期不明の溝を検出した。調査対象
地の北側隣接地では、平成８年の試掘調
査で縄文土器がまとまって出土したが、
今回の調査では遺物は出土しなかった。
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16．禅興寺・長徳寺廃寺跡

射水市本町一丁目217
個人専用住宅建築
平成31年3月22日
対象面積：400.7㎡　発掘面積：9.9㎡
金三津英則
なし
なし

　調査対象地は、禅興寺・長徳寺廃寺跡
範囲の中央に位置する宅地である。
　上層から、造成盛土、旧水田耕土の順
に堆積し、地山の灰オリーブ色（5Y5/2）
シルト層に至る。
　造成盛土は粗砂に多量の鉱滓を含み、
旧水田耕土境では浸透した雨水の湧水が
激しい。地山は安定した水平堆積状況で
あるが、遺構・遺物は確認できなかった。

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
調 査 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要
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第２節　沖塚原地区試掘調査
１．調査に至る経緯と経過
　射水市寺塚原地区にある射水市斎場は、昭和42年の供用開始から50年が経過しており、施設の老朽化
や高齢化の進展による将来的な火葬需要の増加への対応が必要となったため、射水市ではこれまで新斎
場の候補地選定や施設規模の検討等が継続的に行われてきた。
　平成28年8月、射水市と斎場建設候補地であった地元沖塚原自治会との新斎場建設に関する基本合意
が達したことで、斎場建物を中心とした施設配置等の整備計画が具体化した。また、斎場建設予定地の西
側に隣接して、沖塚原集落との緩衝帯となる緑地公園の整備も並行して実施されることとなった。
　事業計画地には、周知の埋蔵文化財包蔵地である沖塚原遺跡及び沖塚原東Ｂ遺跡が所在しているため、
整備担当である環境課との協議を重ねた。平成30年度に埋蔵文化財の保護措置と事業計画との調整を進
め、斎場用地及び緑地公園用地全域の46,399㎡を対象とした事前の試掘調査を実施することとなった。
　試掘調査は射水市教育委員会が主体となって、平成30年6月18日～26日に実施した（実働6日間）。

２．調査の方法
　試掘調査では、山積0.28㎥のバックホウを使用して、幅約1.1ｍ、長さ約45ｍ～85ｍの試掘トレンチを
任意に設定し、遺構面と考えられる土層まで掘り下げた。バックホウによる重機掘削後、人力によりト
レンチ床面及び壁面の精査を行い、遺構・遺物の有無を確認するとともに、堆積している土層の断面実
測及び写真撮影による記録を作成した。
　記録作成にあたっては、遺構の平面的な広がりや地表から遺構までの深度が、埋蔵文化財の保護措置
を決定するうえで必要となることから、遺構面標高値の測定に高い精度が求められる。このため、試掘
トレンチ位置や土層断面の測量、標高基準面測量等を記録支援業務として測量業者に委託して実施した。
なお、測量原点となる基準点及び平面図は、整備担当課が作成した測量成果を使用した。
　設定したトレンチは計27本、延長2,117.9ｍ、発掘面積2,302㎡である。
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第４図　沖塚原地区試掘調査対象地及び周辺の遺跡（1/10,000）
❶沖塚原東Ｂ遺跡　❷沖塚原遺跡　❸沖塚原東Ａ遺跡　❹北高木遺跡　❺高木・荒畑遺跡　❻鏡宮遺跡　❼今井西遺跡　❽作道遺跡
❾高島Ａ遺跡　�鏡宮北遺跡　�松木中鹿遺跡　�中野Ａ遺跡
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第５図　遺物実測図（1/4）
　　　　　沖塚原東B遺跡（1～14）　塚越貝坪遺跡（15）　中山北B遺跡（16～24）　南浦遺跡（25・26）
　　　　　本田天水遺跡（27）　生源寺Ⅱ遺跡（28～31）

0 20cm1：4

遺構

２層

１層

基本層序模式図

３層

３．調査の結果
（１）基本層序
　沖塚原東Ｂ遺跡は、庄川右岸に形成された沖積低地に立地し、標高1.8
ｍ前後の水田が一帯に広がる。埋蔵文化財包蔵地は、約113,800㎡を測る。
　基本層序は、上から順に、１層：暗灰黄色（2.5Y4/2）粘質土、２層：
黒褐色（2.5Y3/1）シルト、３層：灰黄色（2.5Y4/1）シルトとなる。
　１層は水田耕土、２層以下が自然堆積層である。２層は弥生～古墳時代、
鎌倉～室町時代の遺物を包含する。３層は地山であり、遺構検出面となる。
　調査対象地では、昭和30年代後半から46年に大規模な耕地整理が実施さ
れており、その際に行われた田面高調整に伴う削平の影響が遺構検出面である３層まで及んでいる。そ
のため、２層の大部分は消滅し、１層の水田耕土直下で３層地山が検出される箇所が多い。

（２）遺構及び遺物（第５～７図、図版７～ 11）
　試掘調査の結果、調査対象地の南東部一帯において、保護措置を必要とする埋蔵文化財（弥生・古墳
時代及び中世）を確認した。
　１～８Ｔでは、南西～北東方向の河川跡を検出している。また、６～８Ｔでは、河川跡の東側で、河
川支流と見られる地形の落ち込みを確認した。この河川跡は近代に埋め立てられた旧神楽川の流路であ
り、平成25・27年度試掘調査区に続いている。
　検出遺構の多くは溝であり、１～14・25～27Ｔの広範囲で確認している。但し、遺物を伴う遺構が少
なく量も僅かであるため、帰属時期や性格共に不明な遺構が多い。また、耕地整理時の削平の影響によ
って遺構の遺存状況は悪く、本来の遺構上面が失われ、痕跡を留めるのみとなっている遺構も多い。
　このような状況下で、５～８Ｔ東部、９～14・25～27Ｔの範囲では、遺存状況の良好な遺構をまとまっ
て検出した。５～８Ｔ東部では、旧神楽川の東側において、支流とみられる地形の落ち込みを挟んで、南
北或いは南西～北東方向にのびる溝を検出した。５Ｔでは中世の溝と土坑・小穴が集中しており、中世
の珠洲焼（第５図６・９・12）が出土している。７Ｔでは溝から赤彩処理された弥生土器（第５図１）が
出土。９～14・25～27Ｔでは全方向の直線的な溝が集中している。溝は現況で約50㎝～80㎝の深度があ
り、削平で上部が失われているものの遺存状況の良好なものが多い。これらの溝は、方向・断面形状・深
度から互いに関連する遺構と考える。また、溝の空白地帯には土坑・小穴があり、12Ｔでは中世の素掘
り井戸と考えられる直径１ｍの土坑も検出し、中世土師器の皿（第５図２）が出土している。これらの
溝・土坑・井戸によって構成された遺構で、方形の区画溝に囲まれた居館跡の存在が想定できる。

（３）調査のまとめ
　沖塚原東Ｂ遺跡の今回遺構を確認した範囲は、平成９年度に旧新湊市が実施した塚原地区の遺跡詳細
分布調査において、弥生～古墳時代、奈良～平安時代、中世の遺物が濃密に散布していた範囲と重なる。
　分布調査では、踏査による遺物の表面採取によって遺跡の範囲等を判断しているが、今回の試掘調査
により、調査対象地のほぼ全域で遺構検出面まで耕地整理による削平や耕作の影響が及んでいたことを
確認した。現在の耕土直下に遺構検出面が位置するため、地下に包含されている遺物が耕土に混入する
結果となり、遺物の表面散布範囲が地下遺構と重複する結果になったものと考える。
　今回の試掘調査で存在が想定される中世の居館跡は、針原東遺跡、白石遺跡、八塚Ｃ遺跡など市内数
か所で確認されている。方形の区画溝で周囲を囲む居館跡は、この時期には全国的に見られるものであ
り、中世に存在が確認できる沖塚原集落に関連した遺構と考えられる。

― 14 ―



1

2

3 4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 14

15
16 17

18

26

19

20 21

27

28 29

30

31

22
23

25

24

第５図　遺物実測図（1/4）
　　　　　沖塚原東B遺跡（1～14）　塚越貝坪遺跡（15）　中山北B遺跡（16～24）　南浦遺跡（25・26）
　　　　　本田天水遺跡（27）　生源寺Ⅱ遺跡（28～31）

0 20cm1：4
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№ 延長 検出遺構 出土遺物

1 84.2ｍ 近現代溝、不明溝、不明土坑、河川跡 現代瓦

2 81.9ｍ 古墳溝、中世溝、近現代溝、近現代土坑
不明溝、不明土坑、河川跡 古墳土師器、中世珠洲

3 81.7ｍ 中世溝、不明溝、不明土坑、河川跡 中世土師器、近世越中瀬戸

4 82.6ｍ 中世溝、中世土坑、不明溝、不明土坑
河川跡、地形落ち込み 中世珠洲

5 80.6ｍ 古墳溝、中世溝、中世土坑、不明溝
不明土坑、河川跡 中世珠洲

6 79.5ｍ 古墳溝、中世溝、不明溝、不明土坑
河川跡、地形落ち込み 中世珠洲

7 80.5ｍ 古墳溝、現代溝、不明溝、不明土坑
河川跡、地形落ち込み 古墳土師器、中世珠洲

8 80.0ｍ 不明溝、近現代溝、河川跡、地形落ち込み 砥石

9 81.8ｍ 中世溝、近現代溝、不明溝、不明土坑
地形落ち込み

10 80.5ｍ 中世溝、近現代溝、不明溝、不明土坑
地形落ち込み 中世珠洲

11 80.1ｍ 中世溝、中世土坑、不明溝 中世珠洲、中世土師器
12 81.1ｍ 中世溝、中世土坑、中世井戸 中世珠洲、中世土師器、中世青磁

13 84.2ｍ 中世溝、近現代溝、不明溝、不明土坑
地形落ち込み 近世磁器

14 82.5ｍ 中世溝
15 84.4ｍ 不明溝、地形落ち込み 近代磁器
16 83.3ｍ 不明溝
17 81.4ｍ 不明溝、不明土坑 中世珠洲、近世越中瀬戸
18 78.2ｍ 弥生土坑、近現代溝、不明溝 弥生土器
19 82.0ｍ 近現代溝、不明溝
20 85.1ｍ 近現代溝、不明溝 中世珠洲
21 85.3ｍ 近現代溝、不明溝
22 83.4ｍ 近現代溝、不明溝、不明土坑
23 84.9ｍ 近現代溝
24 83.9ｍ 近現代溝、不明溝
25 47.7ｍ 中世溝
26 44.9ｍ 中世溝
27 52.3ｍ 中世溝、中世土坑

第２表　沖塚原地区試掘調査トレンチ一覧

図版 No. 出土地区 種類 器種 口径(㎝) 器高(㎝) 底径(㎝) 備考 残存量

第５図

1 ７Ｔ 弥生土器 鉢 12.4 沖塚原東Ｂ遺跡　内外面赤彩 口1/12
2 １２Ｔ 中世土師器 皿 7.0 1.0 2.6 沖塚原東Ｂ遺跡 口1/4
3 １２Ｔ 青磁 碗 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
4 １２Ｔ 珠洲 すり鉢 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
5 ７Ｔ 珠洲 すり鉢 沖塚原東Ｂ遺跡　卸目８条 破片
6 ５Ｔ 珠洲 甕 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
7 ６Ｔ 珠洲 甕（壷） 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
8 １１Ｔ 珠洲 甕（壷） 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
9 ５Ｔ 珠洲 甕（壷） 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
10 １０Ｔ 珠洲 甕（壷） 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
11 １２Ｔ 珠洲 甕（壷） 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
12 ５Ｔ 珠洲 甕（壷） 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
13 ４Ｔ 珠洲 甕（壷） 沖塚原東Ｂ遺跡 破片
14 ４Ｔ 珠洲 甕（壷） 8.6 沖塚原東Ｂ遺跡 底3/8
15 １Ｔ 須恵器 坏蓋 13.2 塚越貝坪遺跡 口1/8
16 １Ｔ 弥生土器 甕 16.0 中山北Ｂ遺跡 口3/16
17 ２Ｔ 弥生土器 甕 21.0 中山北Ｂ遺跡 口1/8
18 １Ｔ 弥生土器 高坏 中山北Ｂ遺跡 破片
19 １Ｔ 弥生土器 高坏 中山北Ｂ遺跡 破片
20 ２Ｔ 弥生土器 器台 中山北Ｂ遺跡 破片
21 １Ｔ 弥生土器 器台 12.7 中山北Ｂ遺跡 底1/5　穿孔3箇所
22 ２Ｔ 須恵器 坏 11.8 3.0 8.4 中山北Ｂ遺跡 口1/3　底1/2
23 ２Ｔ 須恵器 甕（壷） 中山北Ｂ遺跡 破片
24 １Ｔ 須恵器 甕 21.6 中山北Ｂ遺跡 口1/16

第３表　出土遺物観察表［試掘調査・工事立会調査］ 口：口縁部　　底：底部

〇 〇 

×□

凡例 

埋蔵文化財包蔵地範囲

埋蔵文化財遺存範囲

トレンチ・遺構

弥生土器

古墳土師器

中世珠洲

中世土師器

〇

▽

◆

□

■

〇

□

☆

中世青磁

近世越中瀬戸

近代瓦

砥石

×

◆

◆ 〇×

□◆ ◆■

◆□

◆

◆

×□

×□

□

□

▽ ◆ 

□ 〇×

◆
◆

◆ ◆◆ ◆ ◆

◆

▽ ◆ 

☆

〇×

24T

23T

22T

河川跡
21T

20T

19T

18T

平成23年度試掘調査区

平成25年度試掘調査区

第６図 沖塚原地区試掘調査トレンチ・検出遺構図 

沖塚原遺跡　埋蔵文化財包蔵地 沖塚原東Ｂ遺跡　埋蔵文化財包蔵地 0 100m
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図版 No. 出土地区 種類 器種 口径(㎝) 器高(㎝) 底径(㎝) 備考 残存量

第５図

25 ２Ｔ 弥生土器 甕（壷） 南浦遺跡　磨消し縄文　栗林式 破片
26 ２Ｔ 弥生土器 甕（壷） 南浦遺跡　磨消し縄文　栗林式 破片
27 工事立会 珠洲 甕（壷） 本田天水遺跡 破片
28 工事立会 須恵器 坏 6.7 生源寺Ⅱ遺跡 底1/4
29 工事立会 須恵器 坏 9.0 生源寺Ⅱ遺跡 底1/2
30 工事立会 須恵器 生源寺Ⅱ遺跡 破片
31 工事立会 須恵器 生源寺Ⅱ遺跡 破片

　　底：底部

〇 〇 

×□

凡例 

埋蔵文化財包蔵地範囲

埋蔵文化財遺存範囲

トレンチ・遺構

弥生土器

古墳土師器

中世珠洲

中世土師器

〇

▽

◆

□

■

〇

□

☆

中世青磁

近世越中瀬戸

近代瓦

砥石

×

◆

◆ 〇×

□◆ ◆■

◆□

◆

◆

×□

×□

□

□

▽ ◆ 

□ 〇×

◆
◆

◆ ◆◆ ◆ ◆

◆

▽ ◆ 

☆

〇×

24T

23T

22T

河川跡
21T

20T
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18T

平成23年度試掘調査区

平成25年度試掘調査区

第６図 沖塚原地区試掘調査トレンチ・検出遺構図 

沖塚原遺跡　埋蔵文化財包蔵地 沖塚原東Ｂ遺跡　埋蔵文化財包蔵地 0 100m
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№ 遺跡名 種別 所在地 調査原因 調査期間 対象面積 検出遺構 出土遺物

1 本田天水遺跡
211406 散布地 本田字天水199－1　外1

筆 駐車場造成 H30.4.27 474.0㎡ 不明：溝・土坑 中世珠洲

2 日の宮城跡
211149

散布地・集落
城館 日宮字寺山141　外17筆 急傾斜地崩壊

対策工事 H30.5.18・6.22 203.0㎡ なし なし

3 生源寺Ⅱ遺跡
211421 散布地 水戸田844～846地先 ほ場整備

用排水路工事 H30.7.2・10 190.0㎡ なし 古代須恵器・中世珠洲

4 興化廃寺跡
211059 社寺 三日曽根2－13 個人専用

住宅建築 H30.10.9 309.0㎡ なし なし

5 生源寺Ⅱ遺跡
211421 散布地 水戸田661－1 ほ場整備

整地工事 H30.11.2 883.0㎡ なし 古代須恵器・中世珠洲

6 生源寺Ⅱ遺跡
211421 散布地 水戸田44・45 ほ場整備

排水路工事 H31.2.19 41.0㎡ なし 古代須恵器・中世珠洲
近世磁器・近代磁器

7 日の宮城跡
211149

散布地・集落
城館 日宮字寺山141　外17筆 急傾斜地崩壊

対策工事 H31.2.22 248.0㎡ 弥生：溝 弥生土器

8 作道遺跡
211030 集落 作道249－3　外1筆 送電用鉄塔

敷地舗装 H31.2.12・22 687.0㎡ なし なし

9 烏帽子形遺跡
211014 散布地 善光寺2番13 宅地拡大

造成工事 H31.3.27 132.0㎡ なし なし

計 ６遺跡９件 調査対象面積 3,167.0㎡

第４表　平成30年度埋蔵文化財工事立会調査一覧

第３節　工事立会調査
　周知の埋蔵文化財包蔵地内での土木工事の届出を受けた案件のうち、市街地での住宅建替え、個人住
宅建築に係る柱状地盤改良、掘削面積が狭小な水路など、通常の発掘調査の実施が困難な場合や、埋蔵
文化財への影響が生じない範囲での掘削工事のうち、地下の埋蔵文化財の状況がある程度明らかになっ
ており埋蔵文化財への影響確認が必要な場合に、工事立会調査を実施した。
　平成30年度に射水市教育委員会が実施した埋蔵文化財の工事立会調査件数は９件であった。

既設店舗 現駐車場（舗装）

１．本田天水遺跡工事立会調査（第５図27、図版12）

所 在 地
調 査 原 因
調 査 期 間
対 象 面 積
調査担当者
検 出 遺 構
出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市本田字天水199－1　外1筆
駐車場造成
平成30年4月27日
474㎡
金三津英則
不明溝・不明土坑
中世珠洲

　調査範囲の南端部と北へ10ｍ地点では、
東西方向の溝を確認した。また、北へ13
～19ｍ地点では、直径１ｍ前後の円形土
坑４基も確認した。遺構の埋土は、地山
上層に堆積する黒色シルトである。遺構
からの出土遺物はないが、掘削排土から
中世の珠洲焼片１点が出土している。
　周辺には赤井南遺跡、安吉遺跡など古
代～中世の遺跡が所在することから、今
回確認した遺構と合わせ、調査対象地周
辺に中世遺構の広がりが想定される。
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２．水戸田地区ほ場整備事業に伴う工事立会調査
　水戸田地区では、平成24年度以降、県営ほ場整備事業が実施されている。射水市教育委員会では、事
業計画地内に埋蔵文化財包蔵地が所在するため、平成23年度に事業計画地全域の約69haを対象に分布調
査を実施、平成24～26年度にかけて約28haを対象に試掘調査を実施した。
　これと並行して、保護盛土による埋蔵文化財の現状保存を基本に、既存水路拡幅等の狭小工事区域で
の工事立会調査等、事業計画と埋蔵文化財保護との調整を図っている。
　平成30年度には、生源寺Ⅱ遺跡範囲内での用排水路敷設工・整地工等の掘削を伴う施工の際に、工事
立会調査を実施し、遺構・遺物の有無を確認した。

参考文献
岡田一広他　2019年『沖塚原東Ｂ遺跡発掘調査報告－射水市斎場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査－』　射水市教育委員会
金三津英則　2019年『射水市内遺跡発掘調査報告11－平成29年度射水市内遺跡発掘調査－』　射水市教育委員会
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第７図　水戸田地区工事立会調査対象地及び周辺の遺跡（1/10,000）
❶生源寺Ⅱ遺跡　❷水戸田遺跡　❸水戸田惣分Ⅰ遺跡　❹水戸田惣分Ⅱ遺跡　❺水戸田前野遺跡　❻本田畑田遺跡　❼本田宮田遺跡
❽縄田遺跡　❾棚田遺跡　�大白北遺跡　�下条新遺跡　�赤田遺跡　�赤田Ⅱ遺跡　�二の井Ⅳ遺跡　�二の井Ⅰ遺跡

生源寺Ⅱ遺跡工事立会調査（第５図28～31、図版13・14）
　本遺跡では、平成24・25年度の試掘調査において、古代・中世の遺跡の広がりが確認されている。
【19工区】　排水路工区では、南側隣接水田との間に約60㎝の高低差があり、過去の耕地整理時の切土
　　　　　によって地山層の上部（遺構面）は殆ど消滅している。遺物は水田耕土から古代の須恵器、
　　　　　中世の珠洲焼が出土した。
　　　　　　用水路工区では、地山層が比較的深く、過去の耕地整理による撹乱も加わっていたため、
　　　　　遺構は確認できなかった。遺物は水田耕土から古代の須恵器が出土している。
【21工区】　整地工区では、掘削深度が耕土層内で完結したため、遺構面の確認には至らなかった。遺
　　　　　物は、水田耕土から古代の須恵器、中世の珠洲焼が出土した。
　　　　　　排水路工区では、耕土直下で地山層が現れるが、過去の耕地整理によって上部の遺構面は
　　　　　殆ど消滅している。遺物は水田耕土から古代の須恵器、中世の珠洲焼、近現代の磁器が出土
　　　　　した。
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第８図　生源寺Ⅱ遺跡工事立会調査範囲図（1/2,500）

19工区

21工区

埋蔵文化財包蔵地範囲

埋蔵文化財遺存範囲

工事立会調査箇所

凡例

古代須恵器

中世珠洲

近世磁器

近代磁器
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禅興寺・長徳寺廃寺跡　試掘調査　図版１
　１．１Ｔ全景
　　　（西から）

　２．1Ｔ土層断面
　　　（南から）

　３．出土遺物
　　　　中世越前

１

２

３



図版２　本田畑田遺跡　試掘調査
１．５Ｔ全景
　　(北から)

２．４Ｔ遺構検出
　　(北西から)

３．出土遺物
　　　不明土師器
　　　近世磁器

１

２

３



塚越貝坪遺跡　試掘調査　図版３
　１．１Ｔ全景
　　　（南から）

　２．１Ｔ遺構検出
　　　（北東から）

　３．出土遺物
　　　　弥生土器
　　　　古代須恵器

15

１

２

３



図版４　今開発遺跡　試掘調査
１．調査対象地全景
　　（南東から）

２．１Ｔ土層断面
　　（西から）

３．出土遺物
　　　中世珠洲

１

２

３



中山北Ｂ遺跡　試掘調査　図版５
　１．２Ｔ全景
　　　（北から）

　２．２Ｔ弥生土器出土
　　　（北から）

　３．出土遺物
　　　　弥生土器
　　　　古代須恵器

17

18

20

16

19

21

23

24

22

２

１

３



図版６　南浦遺跡　試掘調査

26

25

１．４Ｔ全景
　　（東から）

２．７Ｔ土層断面
　　（南から）

３．出土遺物
　　　弥生土器
 

１

２

３



沖塚原東Ｂ遺跡　試掘調査　図版７
　１．４Ｔ遺構検出
　　　（西から）

　２．５Ｔ遺構検出
　　　（東から）

　３．７Ｔ遺構検出
　　　（南から）

２

３

１



図版８　沖塚原東Ｂ遺跡　試掘調査
１．12Ｔ全景
　　（東から）

２．12Ｔ遺構検出
　　（西から）

３．12Ｔ遺構検出
　　（南から）

１

２

３



沖塚原東Ｂ遺跡　試掘調査　図版９
　１．13Ｔ全景
　　　（東から）

　２．13Ｔ遺構検出
　　　（西から）

　３．13Ｔ遺構検出
　　　（北東から）

１

２

３



図版10　沖塚原東Ｂ遺跡　試掘調査
１．25Ｔ遺構検出
　　（西から）

２．26Ｔ遺構検出
　　（西から）

３．27Ｔ遺構検出
　　（南西から）
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沖塚原東Ｂ遺跡　試掘調査　図版11
　１．調査状況
　　　（東から）

　２．測量状況
　　　（東から）

　３．出土遺物
古墳土師器
中世珠洲
中世土師器
中世青磁
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図版12　本田天水遺跡　工事立会調査
１．調査区全景
　　（南から）

２．遺構検出
　　（南から）

３．出土遺物
　　　中世珠洲
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生源寺Ⅱ遺跡　工事立会調査　図版13
　１．19工区調査状況

　　（西から）

　２．19工区調査状況
　（南東から）

　３．21工区調査状況
　（南東から）
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図版14　生源寺Ⅱ遺跡　工事立会調査
１．調査状況
　　（南から）

２．出土遺物（19工区）
　　　古代須恵器
　　　中世珠洲

３．出土遺物（21工区）
　　　古代須恵器
　　　中世珠洲
　　　近世磁器
　　　近代磁器
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副 書 名 　平成30年度射水市内遺跡発掘調査
編 著 者 名 　田中　明
編 集 機 関 　射水市教育委員会
所 在 地 　〒 939 － 0284　富山県射水市新開発 410 番地 1　℡ 0766 － 51 － 6637
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北緯 東経 調査期間 調査面積
㎡ 調査原因

主な所収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号

沖
おきつかはら

塚原東
ひがし

Ｂ
びぃ

遺
い

跡
せき

射
い

水
みず

市
し

沖
おきつかはら

塚原 211 034 36°44′55″ 137°04′41″
平成30年度
20180618～
20180626

1,695.6 斎場建設
緑地公園造成

塚
つかごしかいつぼ

越貝坪遺
い

跡
せき

射
い

水
みず

市
し

塚
つかごし

越 211 105 36°42′06″ 137°07′16″ 平成30年度20180711 16.5 個人専用住宅建築

中
なかやまきた

山北Ｂ
びぃ

遺
い

跡
せき

射
い

水
みず

市
し

戸
ひばり

破 211 094 36°42′31″ 137°05′58″ 平成30年度20180926 35.6 集合住宅建築

南
みなみうら

浦遺
い

跡
せき

射
い

水
みず

市
し

高
たか

木
き

211 037 36°44′19″ 137°05′10″
平成30年度
20181015～
20181018

514.1 倉庫建築

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

沖
おきつかはら

塚原東
ひがし

Ｂ
びぃ

遺
い

跡
せき

散布地 中世
古墳溝
中世溝・中世土坑・中世井戸
不明溝・不明土坑

弥生土器・古墳土師器
中世珠洲・中世土師器
中世青磁・中世砥石
近世越中瀬戸・近世磁器

塚
つかごしかいつぼ

越貝坪遺
い

跡
せき

散布地・集落 古代 不明土坑 弥生土器・古代須恵器

中
なかやまきた

山北Ｂ
びぃ

遺
い

跡
せき

散布地 弥生・古代 なし 弥生土器・古代須恵器

南
みなみうら

浦遺
い

跡
せき

散布地 弥生 不明溝 弥生土器

要　　　約 斎場建設に伴う沖塚原東Ｂ遺跡試掘調査では、14 世紀代の遺構・遺物の広がりを確認した。

＊その他の試掘調査・工事立会調査の抄録は第１・４表を参照下さい。

報 告 書 抄 録
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